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各種住みよさのランキング

https://news.tiiki.jp/articles/4562

• アンケートによる主観的評価：何を評価しているのか不明確
• 毎年順位が⼤きく⼊れ替わる＝不安定
→都市政策，地域政策の参照情報として不⼗分

https://www.oricon.co.jp/article/1389980/



https://www.mlit.go.jp/report/press/content/001384141.pdf



都市経済モデル
• 居住，消費，通勤といった主要な⽣活要素を反映した世帯
⾏動をモデル化

• それら要素を集約した⽣活⽔準指標として効⽤を定義

地域間の⽣活⽔準を⽐較する指標として活⽤できないか

⽣活⽔準計測の空間単位
同質な世帯が同⼀の効⽤を持つと想定しうる空間単位
＝通勤圏→都市雇⽤圏
（都道府県：⽣活⽔準把握の空間単位として不適切）

都市雇⽤圏別に同質な世帯の効⽤⽔準を推計する
⽬的









⼈⼝（⼈）

賃
率
(円
/時

間
)

⼈⼝と賃率の関係



⾯積あたり床地代(円/m2/年)
/⼀⼈あたり所得(円/年)

⼀
⼈
あ
た
り
床
⾯
積
（
m
2 ）

床地代/所得と⼀⼈あたり床⾯積の関係
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床地代と通勤時間の関係



参考）市町村別
床地代/所得と⼀⼈あたり床⾯積の関係
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参考）市町村別 床地代と通勤時間の関係
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選好パラメータの推計

• 都市雇⽤圏毎にパ
ラメータ推計

• 全国の単純平均を
モデル世帯の選好
と想定





世帯所得と効⽤⽔準

世帯所得（千円/年）

効
⽤
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• 所得が⾼いほど効⽤も⾼
い傾向だが，ばらつきも
⼤きい

• 所得の最も⾼い⾸都圏の
効⽤⽔準は上位ではない
（⻘点）

• 所得のみが⽣活⽔準を規
定する要因ではない
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選好の地域差
• 地域別のパラメータは⼀般

化した⽀出の割合で算定
（⽀出が多い項⽬ほど選好
が⾼い）

• 床地代が⾼い都市ほど，住
宅選好パラメータが⾼い
（家賃⽀払額の割合が⾼い
都市ほど，住宅を重視する
と推定される）

• このため地域別の選好パラ
メータを⽤いると，床地代
が⾼く，住宅⾯積の狭い⼤
都市の効⽤が，平均的選好
を⽤いるより低くなる

• 充⾜度の重要度への影響を考慮した「⽣活の質」モデルとの
関連性



成果
都市雇⽤圏別の効⽤⽔準を算定：
• 消費，住宅，余暇で構成される伝統的な効⽤関数
• 所得の⾼い⼤都市の効⽤は必ずしも⾼くない
（住宅価格，通勤時間：国交省報告と部分的に整合）

課題
暮らしの⽔準を⽐較する上での未考慮要因：
• ⽂化・交流機会，環境・アメニティ，社会的要因
• 世帯構成

地域政策を検討する上での未考慮要因：
• 集積効果 → 所得，産業部⾨による相違
• 住宅供給コストと開発制約（計画学で別途報告予定）
• ⼈⼝移動のドライバ
• 都市規模の分布法則


